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第５ その他アレルギー疾患対策の推進に関する重要事項 

（３） 災害時の対応 

ア 国及び地方公共団体は、平常時において、関係学会等と連携体制を構築し、様々な規

模の災害を想定した対応の準備を行う。 

イ 国は、災害時において、乳アレルギーに対応したミルク等の確実な集積と適切な分配

に資するため、それらの確保及び輸送を行う。また、国は、地方公共団体に対して防

災や備蓄集配等に関わる担当部署とアレルギー疾患対策を担当する部署が連携協力

の上、食物アレルギーに対応した食品等の集積場所を速やかに設置し、物資の受け取

りや適切なタイミングで必要な者へ提供できるよう支援する。 

ウ 国及び地方公共団体は、災害時において、関係学会等と連携し、ウェブサイトやパン

フレット等を用いた周知を行い、アナフィラキシー等の重症化の予防に努める。 

エ 国及び地方公共団体は、災害時において、関係団体等と協力し、アレルギー疾患を

有する者、その家族及び関係者並びに医療従事者向けの相談窓口の設置を速やかに

行う。 


